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[image: ]【主な研究成果】本研究では(α+α')duplex組織における組織と室温での機械的特性の関係を体系化し，また時効熱処理の影響を評価するために，α/α’量比を調整した(α+α')duplex組織にて機械的特性を評価した。より低いSTQ温度での(α+α’)duplex組織にて，高延性化される事が分かり，これはα’域にて{13-41}双晶が活発に活動したためである事が推察される。他方，500℃の時効処理で延性を維持して著しく高強度化される。500℃の時効後ではα’組織が微細化され（Ｆｉｇ．１），同時にα”も生成(変態)しており，これが高強度化に寄与した事が推察される(不明な点も多く，この時効過程における組織変化・高強度化機構は今後より詳細に明らかにする予定である)。
【展望】　未だ，５００℃時効で形成する微細組織形成機構，構成相（α” or β）は不明であり，今後より詳細に評価・解析を継続的に実施する必要がある。
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　●学会発表：　松本洋明，吉岡遼太，木口賢紀：(α+α’)duplex組織を呈すTi-6Al-4V合金の高延性化と時効処理による高強度化機構，軽金属学会，秋期講演大会（東京都立大学）
　●獲得外部資金: 軽金属奨学会課題研究， “準安定相と特異な時効硬化特性を重畳したチタン合金の新しい強靱化原理：実験解析と機械学習”, 令和4-5 年度，10,000 千円

	注意事項
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2024年5月10日（金）までにメール記載の専用URLよりアップロードください。
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホームページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。
[bookmark: _GoBack]・記載欄が不足する場合は，適宜ページを追加してください。




image1.png
1 TEM images of STA specimen (950°CSTQ-500
1h). (a) bright field image and (b) dark field image for the
selected area shown in selected area diffraction pattern
(ol 4um).





